
５．担保に供している資産

該当するものはない。

６．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

該当するものはない。

７．債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高
　　(貸倒引当金を直接控除した残額のみを記載した場合)

債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高及び当該債権の当期末残高は、次のとおりである。
科目 債権金額 貸倒引当金の当期末残高 債権の当期末残高

未収金 46,969,054 0 46,969,054
合計 46,969,054 0 46,969,054

８．保証債務等の偶発債務

該当するものはない。

９．満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。
科目 帳簿価額 時価 評価損益

第８９回利付国債 190,085,500 190,748,600 663,100
第９８回利付国債 99,967,964 100,460,000 492,036
第１０２回利付国債 199,824,000 201,080,000 1,256,000
第３０６回利付国債 100,052,200 106,730,000 6,677,800
第３０９回利付国債 99,906,250 105,070,000 5,163,750
第３１３回利付国債 198,958,210 211,855,400 12,897,190
第３２８回利付国債 291,148,400 290,087,000 △ 1,061,400
第３２９回利付府債 208,922,000 214,137,000 5,215,000
第３２９回利付府債 313,000,000 319,163,909 6,163,909
第１４７回利付国債 295,609,175 300,631,550 5,022,375
合計 1,997,473,699 2,039,963,459 42,489,760

１０．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳は、次のとおりである。
内容

経常収益への振替額
　基本財産運用益の振替
合計

該当する事項はない。

１１．重要な後発事象

金額

15,294,844
15,294,844
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